




4.まとめ 

北九州市の乳幼児検診方式は進展しているが、保健所の保健指導については検討される点

がある。保健指導をうける比率をあげるためには、検診する医療機関と保健所の連けいを

強化する必要がある。 

現代の育児環境の中では、保健での保健指導は、さらに必要となっていくことが予想され

る。 

内容、方法については、アイデアを結集し、保健所間の格差をなくし、実施することが望

まれる。 


